
東京滋賀県人会 第 13回 AKINDO塾 令和 3年 12月 21日
於 ここ滋賀

戦国大名浅井三代と三姉妹

長浜市 市民協働都

学芸専門監 太田 浩司

1 戦国大名浅井三代

*大永 3年 (1523)、 大吉寺梅本坊の公事以降、京極氏臣団内の盟主として台

頭。もともは、浅井郡丁野 (長浜市小谷丁野町)の国衆ど

*天文 3年 (1534)、 京極氏を小谷城で饗応 した時までには、湖北支配の実権

を掌握する。その居城は、小谷城で国指定史跡 となつている。

*亮政 。久政 。長政の三代、50年の歴史がある。元亀 4年 (=天正元年、1573)

9月 1日 に、織田信長によって攻められ、長政が自刃 して滅亡する。

*浅井亮政の時代は南の六角氏の攻勢に悩ませ られる。久政の時代には六角

氏に臣従 した。長政の時代に繊田信長 と同盟 し最大勢力を保つた。しかし、

元亀争乱で 4年間にわたつて信長 と戦い滅亡する。

*関連する遺跡は姉川古戦場や、横山城・山本山城などの支城群。あるいは、

下坂氏館跡や三日村氏館跡など (国指定史跡 北近江城館跡群)な ど家臣

団の屋敷跡も関連する。

*浅井氏の菩提寺は、長浜市平方町にある徳勝寺 (も とは小谷城清水谷にあ

つた)で、現在も浅井氏 3代の墓がある。

*京者il市東山区の養源院は、文禄 3年 (1594)、 長政 21回忌に際して淀が建

立した浅井長政の菩提寺である。さらに、元和 5年 ,(lc19)イこ火災に見舞

われたが、江によつて再興された。当初の住職は浅井氏一族である。

2 母・ 市の前半生

*天文 16年 (1547)の 生まれ。長政の 2歳の年下。

*信長妹だが、『以貴小伝』には「諸書にしるす所、みな妹といふ、然るに渓

心院といふ女房の消息をみしに、信長の「いとこ」なりといふ、もしハいと

こにておハせしを、妹と披露して長政ヴ宮,に をくられしにや」と、信長「いと

こ」説を載せるが俗説。

*浅井長政へ嫁入りは、通説では永禄 10年 (1567)～永禄 11(1568)、 お市

21・ 22歳。この場合、織田・浅井は近国同盟説。大河 ドラマ 「江～姫たち
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の戦国～」は、永禄 11年 4月 (22歳)説で放映。

*太田は永禄 4年 (1561)説、お市 15歳。この場合、繊 田・浅井は遠交近攻

説。

*長政 とお市の 日常生活の場所。清水谷=「御屋敷」か、河ヽ谷山上の 「大広

間」か不明。

*『寛政重修諸家譜 (かんせい 。ちょうしゅう。しょかふ)』 浅井系図は、浅

井長政と市の間には、三姉妹の他に万福丸 (ま んポ くまる、長男)と 、万寿

丸 (ま んぎくまる、万菊丸 とも、次男)を記す。万福丸はてガヽ谷落城時 10

歳、永禄 7年 (1564)の 生まれ。

3 母
`市

の後半生

*小谷落城に際して、浅井長政の許 (も と)か らお市と二姉妹が脱出した。

*最初は信長の弟 ▲信包 (のぶかね)が城主であった伊勢国上野城 (ま たは安

濃津城)、 やがては尾張国清渉H城へ移されたというのが通説。

*浅井郡平塚村 (長浜市平塚町)の実宰院 (じ っさいいん)で、浅井長政の姉・

実宰院昌安見久尼 (し ょうあん 。けんきゅうに)に、市と二姉妹はかくまわ

れたという説。見久尼は身の丈 5尺 8寸 (175cm)、 日方 28貫 (105kg)の

巨体であったという。

*慶長 2年 (1597)5月 1日 の豊臣家四奉行連署状、長束正家・増田長盛・

浅野長政 。前田玄以の四奉行が連署して、実宰庵 (当 寺は院号は持つていな

かつた)の跡目については、現在の住持尼の望み次第とすることを、秀吉の

許可を得た上で伝えたものである。宛名は長政の次女 。常高院 (初)の夫で

ある京極高次。

*お市は天正 10年 (1582)の清洲会議後に、信長三男の信孝の斡旋 (あらせ

ん)に より、柴田勝家と再婚。

*天正 11年 (1583)4月 21日 、夫の柴田勝家が賤ヶ岳合戦で敗れ、4月 24

日には天守閣に火をかけ勝家と共に自刃 (じ じん)、 37歳。

4 長女 。茶々 ちゃちゃ (淀 ょど)

*市 と長政の長女・淀は、名は茶々も『翁草 (お きなぐさ)』 によれば、永禄

10年 (1567)の生まれ とされる (49歳没 )。 しか しヽ最近は井上安代氏
`

福田千鶴氏によつて、永禄 12年 (1569)生まれ とする説が有力となってい

る (47歳没 )。

*淀が秀吉の側室になったのは、天正 16年 (1588)頃か。詳細は不明。
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*天正 17年 (1589)5月 27日 、第一子の鶴松を淀城で産んだ。天正 19年 (1591)

8月 5日 に病没 してしま う。わずか 3歳であつた。

*淀は文禄 2年 (1593)8月 3日 、第二子にあたる秀頼を大坂城で出生する。

*文禄 4年 (1595)7月 、秀吉は秀次を高野山へ追放 し、同 15日 には切腹を

命 じた。

*慶長 3年 (1598)8月 18日 、"秀吉が病没する。

*関 ヶ原合戦の時、淀は秀吉の正室おねと協力 して、西軍 (石 田三成側)に よ

つて攻められた大津城に身を寄せる松の丸 (京極龍子)の救出に尽力を

*慶長 8年 (1603)、 徳川秀忠と妹江 (ご う)の間に生まれた長女・千姫を、

秀頼の妻 として迎える。

*慶長 16年 (1611)3月 28曰 く家康 と秀頼が二条城で会見する。

*慶長 19年 (1614)に は大坂冬の陣、翌年、大坂夏の陣で 5月 8日 に秀頼

と共に自害。

5 長女・茶々 (淀 )の人物像

*豊臣家を滅亡に追い込んだ悪女としてのイタージ。その最たるものは淀殿不

倫 (ふ りん)説。大野治長 。名古屋山二郎とのH尊 (う わさ)。
「淀君」も蔑 (さ

げす)んだ言い方。    、              `
*淀は事実上の大坂城の主として男勝りの活躍。しかし、内面は不明。

*天正 18年 (1590)4月 13日 、秀吉が正室おねの侍女 「五さ」に送つた書

状には、淀殿を小田原陣中に呼ぶよう命じると共に、おねに続き自分の気に

入る女性は淀であると明言。

*『多聞院日記』や『看羊録』によれば、慶長 4年 (1599)9月 、秀吉の遺

言通り、家康と淀との結婚が計画されたが、大野治長は淀に通じていたの

で高野山に駆け落ちしたの情報が流れる (北川央氏による)。

*『太閥さま軍記のうち』にある秀吉醍醐花見 (慶長 3年 (1598)3月 )の
輿順 ①正室の北政所 (おね)② 淀 ③松の丸殿 (京極龍子)④ 二の丸

(織 田信長娘)⑤ 力日賀殿 (前 田利家娘)

*信長妹 (お市)と 浅井長政との間に生まれた長女という「貴種」に生まれ

た悲朦J。

6 次女 。初 はつ (常高院 じょうこういん)

*常高院は三姉妹の次女、元亀元年 (1570)の生まれ、名は初。

*天正 15年 (1587)頃、北近江守護家の流れを汲む京極高次の妻となると



*京極高次の母・マリア (養福院)は浅井長政の姉で、晩年舞鶴市字泉源寺の

「此御堂 (こ みどう」に晩年隠棲したという。同所智性院には、「ルヒ御堂」

の遺物が伝わる。マリアの夫 (高次の父)。 高吉もキリシタンであつた。

*夫 。高次は、天正 15年 (1587)に近江国高島郡大溝城主、天正 19年 (1591)

に近江人幡城主、文禄 4年 (1595)イこ大津城主、そして関ヶ原合戦後に若

狭国小浜城主となる。

*慶長 11年 (1606)7月 、妹江の四女 。初姫を京極氏の糸睦嗣・忠高の妻とし

て迎える。高次が侍女・於崎に生ませた忠高について、初が嫉妬し殺害しよ

うとしたとする説 (高島・磯野家由緒書)。

*夫・京極高次は慶長 14年 (1609)5月 3日 、47歳没。

*大坂の陣では、徳)|1方 と豊臣方をつなぐ使者として活躍した。

*『お菊物語』 大坂城外に脱出した常高院の言葉「女の事なれども、城中に

をり申たるもの、いかやうに仰せつけらるべきもしれず候へば、随分よろし

く申べく侯へども、兎角 (と かく)御下知ハそむかれぞ、覚悟し給へ」。こ

れを聞いて付き従っていた女性は一同悲しんだが、やがて常高院が戻ると、

輿から出ない内から、「事すみ候て、何れもみなのぞみ次第いづかた八も、

おくりつかはすべきよし」と家康の意向を伝えたので、一同喜んだという。

*常高院は晩年、江戸で生活。寛永 10年 (1633)8月 27日 、64歳没。墓は

小浜常高寺にある。

*常高院が亡くなった際、仕えた侍女たちは尼となり、小浜に七つの尼寺を建

立しその菩提を弔った。その尼寺は常高院の法名にちなみ栄昌院と総称され

た。常高院の墓に対面して、この名七人の侍女たちの墓も並んでいる。

*死ぬ lヶ 月程前に書かれた遺言状の写が現存する。日付は7月 21日 付けで

1lヶ 条、夫の高次の跡継・忠高 (高次の側室於崎の子)に宛てる。常高寺

を京極家として大切にするように述べ、常高院に仕えた侍女や小姓。用人ら

の生活や行く末を頼んでいる。彼女の賢く優しい人柄を偲ばせる。

7 三女 。江 ごぅ(崇源院 すうげんいん)

*天正元年 (1573)、 浅井長政 と市 (信長妹)と の間に生まれた浅井三姉妹の

末娘 (三女 )。 小谷城で生まれた。名 (幼名 。通称)は、江 (ご う)、 ある

いは督 (ご う)が正 しい。 自筆消息 (栄 昌院文書)には 「五」 と署名する。

「江与 (え ど)の方」は 「北方」。「御台所」などと同じく号。諄 (いみな)

は、達子 (み ちこ)であるが、これは死後に従一位を贈位 されるに当たつ

てつけられたもの。崇源院 (す うげんいん 。そ うげんいん)は論号である。

*最初尾張国大野城 (愛知県常滑市所在)の城主佐治一成 (かずなり)に嫁入
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り。12歳。天正 12年 (1584)の初めか。「佐治は予 (自 分)の相婿 (妻が

兄弟)には不足なり」と秀吉に言われ離縁b

*文禄元年 (1592)2月 、江は岐阜城主・羽柴小吉秀勝 (豊臣秀次の弟)の妻

となるЬ20歳。秀勝は同年 9月 9日 に朝鮮出兵途中に病死。秀勝は、天正

14年 (1586)か ら於次秀勝 (前年 12月 10日 に、18歳で死去)の跡を継

いで、丹波亀山城主 10万石となつている。

*文禄 4年 (1595)9月 17日 、23歳にして、秀吉の養女となり6歳年下の

徳川秀忠の妻となる。秀忠との間には、二男五女を産む。

*『徳川系譜 公子譜』によれば、次男 竹千代 (後の三代将軍家光)、 三男

国松 (後の駿河大納言忠長)と されるが、一般的には長男・次男と考えられ

ている。

*『徳)|1系譜 公子譜』によれば、長女 千姫 (豊臣秀頼の妻)、 次女 珠姫

(た まひめ、前田利常の妻、子々姫とも)、 三女 勝姫 (越前福井藩主松平

忠直の妻)、 四女 初姫 (京極高次の継嗣。忠高の妻)、 五女 和子 (ま さこ、

後水尾天皇中宮、東福門院)、 和子は明正天皇 (奈良時代以来の女帝であっ

た)を生み天皇家にも浅井家の血筋を残す。

*慶長 4年 (1599)12月 、伏見城から江戸城へ移る。没するまで江戸を拠J煮

とする。

*慶長 17年 (1612)2月 25日 、徳川家康は江に手紙を送り、徳川家の家督

はあくまでも竹千代に渡すので、国松については、それを補佐する人物とし

て育てるよう説く。竹千代の乳母 。春日局の手配。

*寛永 3年 (1626)9月 15日 、江戸城において 54歳で没。江戸芝増上寺に

葬られ、同年 ■月28日 に従一位を追贈された。

まとめ

浅井氏は繊田信長と4年間にわたり戦らたことで、その名が世間に知れ渡う

たが、三姉妹が江戸時代初期に活躍することで、さらに日本の歴史に大きな

影響を与えた。戦国大名浅井氏は(「滅亡してからも繁栄した一族」と言え

る。その姿はヾ系図を見れば明らか。
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浅井氏関連年表

箕浦庄日光寺で、京極高清と声極政経の講和が成立する。京極

高清―上坂家信政権の安定。

上坂家信、没。子の信光が相続する。

△童章攀杢隻全全奎 (京極高広と高慶の対立)が起きる。練見

貞貞1が湖北政治の実権を握る。

浅井亮政、京極高群育 岳高広を、完成間もない小谷城へ迎える。

六角氏、湖北に侵入する。京極親子 と亮政、湖北を脱ととする。

内保河原の合戦 (京極高広と高藤の対立)

箕浦河原の合戦 (六角定頼勝利、浅井亮政敗北)

浅井亮政、今井秀信々神案寺で謀殺す冷。

浅井亮政、京種窺子を小俗城溝水谷にでもでなす。

多質貞隆の乱、六角軍が「毎日」に進出ψ合戦となる。

京極高清、没 c

六角軍が「境目」に進出、国友河原の合戦。小谷城下は縦かれ

完政も城を退去する。

浅井亮政、没。久政家響樋続P

浅井軍、本角氏による伊勢痒征に従軍。

浅井賢政 (後の長政)が元服、平井定武女を妻として迎えゃ。

浅井軍、愛知郡野良田 (彦根市内〉で本角氏と敢い勝利する。

:浅井愛政、家督機経 (浅井久政引退)?

浅井賢政、長政と改名する。同じ頃、織田信長の妹お市を妻と

して迎える (浅井一織田同盟の成立t但し永禄 7年説・永禄10

～11年説あり)c
浅井長政、観音寺駿動による六角領国の混乱により、愛知川ま

で南下する。

浅井長政、申資山中氏と同盟を結ぶ。

浅井長政、高島朽木氏に所領保全を約すb    ′

浅井長政卜織田儒長の越講寧月倉氏域めに当つて、信長に背く。

織田信長、潮北に侵攻する。堀・樋□氏、歳井氏を背く。

姉川合戦

志賀の陣 (浅井・朝倉氏、比叡山上まで廂 卜し信長と戦う)

佐和山蠣開城

本下秀吉らの章ゞ鎌刃城を救援し、標井軍・一向一接の軍を下

坂の「

=い
かち浜」で職減させる。      '

織田信長、小谷城を攻め、本之本
。余呉を焼く。

織田信長、姉川と朝妻の間の往還を封鎖する。

織田信長、小谷城を攻め、本之本 '余呉を続く。

織田信長、虎御前山に本陣を置く。

朝倉義景、一乗谷から大野に逃枠自刃する (朝倉氏の滅亡)。

織田信長t′」ヽ谷域に総攻撃をけける。

前日の浅井久政 (49歳lに続き、長政 99諭が小谷城で自刃する

(浅井氏の滅亡)。
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陣田 〔長濠常野村町〕 〕

逮藤喜右衛F電直経の墓 〔長浜常東血坂町〕

血原・千人新りの関 〔長浸i省逮田町〕

三田村城跡 〔長浜市工田町〕
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種 ヶ鼻
〔長浜市東上坂町〕
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姉川合戦場付近の史跡


